
松くい虫被害地域におけるアカマツ林の樹種転換等について

○環境林整備事業（保全松林緊急保護整備）の内容

対象森林 事業主体 補助率 更新方法 事業区分 事業種類 更新種類 伐採率 備　　　考

特殊地拵
前生樹の
伐倒・除去

人工林
整理伐※

天然下更新
萌芽更新
人工植栽

20％以上
50％以下

萌芽更新 70％以上

除伐等

　当該施行地の35％（材積率）を超
える伐採を行う場合は、市町村森
林整備計画に基づく人工造林又
は、天然更新により更新させるこ
と。

※残存木の間隔が主林木の平均樹高の２倍までの帯状、群状の伐採を可とする。

（実施例）　森林区分 事業区分 更新方法

（伐採率）
20～50％ 萌芽更新

天然下種更新

70％以上 萌芽更新
70％以下 天然下種更新

人工植栽

森林の現況

人工林
微被害林

（主林木　アカマツ）

高被害地
（針広混交林）

天然林

人工造林
（特殊地拵）

更新伐
（人工林整理伐）

天然林
（天然林整理伐）

全ての森林

①被害拡大防止森林
②地区被害拡大
　　防止森林
　（0.1ha以上の施行地）

市町村、
森林組合

森林所有者
70%

被害率に応じて
伐採・除去が可能

被害木の除去

天然林
整理伐

（実施後２年以内に植栽）

人工植栽
前生樹の
全面除去

　植栽後の下刈りは補助対象
（下刈り後の育成は、森林経営計
画を策定し、森林環境保全直接支
援事業で対応（補助率68％））

　更新後の育成（萌芽整理、除伐
等）は、森林経営計画を策定し、森
林環境保全直接支援事業で対応
（補助率68％）

天然下種更新 70％以下
（実施後２年以内に更新）

天然更新

人工造林

更新伐



●補助金目安額

事業区分

特殊地拵え 1,383 千円 968 千円

人工林整理伐 760 千円 532 千円

天然林整理伐 756 千円 529 千円

除伐等 596 千円 417 千円

標準単価 備　　考

前生樹の伐倒・除去、地拵え100㎥/haの場合（植栽経費を除く）

伐倒（50％以下）、搬出集積100㎥/ha以上の場合

伐倒（70％～）、搬出集積100㎥/ha以上の場合

被害率100％（潜在被害木を含む）、集積100㎥/ha以上

補助単価


